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抄録

インプラント治療に関しては、すでに最新の治療ではなくなり、欠損補綴のひとつ
の選択肢として認識されつつある。しかしながら、未だトラブルが絶えないのも現状
であり、これまでの問題症例の多くは、歯科医師の不勉強や見当違いの思い込みが
原因であった。加えて、根拠のない価格競争やコスト削減意識が、倫理観の欠如に
つながり、最悪の事態に発展するケースもあった。これまでは、最新の技術に関して
は、一部の限られた場でしか勉強することができなかったのも事実であり、大きな視
点でみれば、行政や大学機関等の教育する側にも問題があったという意見もある。
ただし、仮にそうであったとしても、この情報化社会の中で、自分が間違ったことをし
ているかどうかさえ分からずに、時代錯誤的な治療をしている歯科医師もいると聞く。
必要な知識や情報を提供する場、その情報の交換や共有できる場を設けることは急
務であると同時に、今後はインプラント治療に携わっていない歯科医師も、インプラ
ント治療の長所短所などについては、ブリッジおよび義歯と比較しながら説明できる
基礎知識は持ち合わせるよう努めるべきである。なぜなら、これから卒業する新人歯
科医師でさえこれらの教育を受けており、すなわち、インプラントに関する基礎知識
は歯科医師として当然持ち合わせるべきものとなってきているからである。

本講演においては、現在までに問題としてとりあげられた症例を検証することによっ
て、インプラント治療についての理解を深めていただき、我々歯科医師が、今後進む
べき方向についても検討を加えたい。
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